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【はじめに】

• Webページ上で, 自分の欲しい情報を速やか
に見つけられているのだろうか？

• 一般的なWebページのデザインはユーザの
注意を必要な情報に瞬時に引き付けるのに
適切なのだろうか？

Webページ内でユーザはどのような順に

注意を向けているのか？



【Webページ構成要素】

• サイトID(ID):

Webサイトのタイトル. ロゴ

• セクション(SE)：

主要コンテンツへのリンク集

• メインコンテンツ(MC)：

主な内容

• サブコンテンツ(SC)：

特集記事の案内やバナー広告

• ユーティリティ(UT)：

サイト内検索やサイトマップ



【眼球運動測定による研究】

• 画面の右より左, 下より上を先に見る(大野, 2000)

• まず初めに, 画像より文章に目を向ける傾向

がある (Stanford Poynter Project, 2000)

• しかし、視線情報の測定だけで

ユーザの注意の性質について解明できるとは
限らない



【注意の測定方法】

そこで…

「変化の見落とし」現象を利用

画面内の注目していないところで変
化がおきても、我々はそれに気づか
ないことを示す現象



【フリッカー法】

Rensink, O’Regan, & Clark(1997)



変化部分に注目している時に

画面が切替われば、変化に気づける。

→早い時点で変化部分に注目していれば、

変化はすぐに発見できる

実験参加者の注意移動の道筋に

関係している



【実験方法】

A  :サイト構造が明確なWebサイトのトップページ

A’ ：A内の１オブジェクトを消去、もしくは色を変化

• 10サイト×5ヶ所×2種類=計100ページスクリーン

• 試行数： 5ヶ所×2種類=計 10試行/人

A A’START
A

解答確認
実験①： 240ms 80ms 240ms 80ms

実験②： 実験参加者の好きなタイミングで切替
キーを押す!



【実験手順】

• サンプル画像を見せながら、

口頭で実験内容を説明する

• 練習問題を2試行

•本実験

• アンケートを行う

約30分間



【実験参加者】

• 40名

–男性：28名, 女性：12名

–19歳～37歳(平均22.1歳)

• 裸眼または矯正で正常な視力

• 実験目的について、事前に知らされ
ていなかった



【変化タイプ】

• アイテムの消去：

×５ヵ所

(ID, SE, MC, SC, UT)

• アイテムの色変化：

×５ヵ所

(ID, SE, MC, SC, UT)



【変化部分の面積】

• 最も面積の小さいIDと縦幅をほぼ等しいアイ
テムを変化させる

• 変化部分の面積は「変化の見落とし」現象に
はあまり大きな影響を与えないことがわかっ
ている

(予備実験においても影響はみられなかった)
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【実験① 結果】



【考察(変化部分) 】

• 変化検出反応時間が

(ID, SE) (MC, UT) SC
短い 長い

• 注意を向けたのは

(ID, SE ) (MC, UT) SC
早い 遅い



Webページの構成要素

メイン



〔SE〕

• ナビゲーションとして有用

• 通常利用頻度が高い

〔MC 〕

• 重要な情報が掲載され、頻繁にチェックする
ため、優先的に注意を向けられる

〔 SC 〕

• 利用頻度が低いため, 注意を向けるのが後
回しになる

早

遅
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【考察(変化タイプ)】

• 変化検出反応時間はSC以外

消去＜色変化

• 経験的に, 以下のように仮定

– ID, SE, UTが特定の位置に表示される

– MCには重要な情報が満載

消去によって違和感が生じる

– SCは利用頻度が低いため、違和感を覚えにくい



【実験②】

• より実際のWeb利用状況に近づける

【実験①との変更点】

1. 画像を実験参加者の好きなタイミングで, 手動
で切り替える

2. 実験参加者の半数は, A-A’間のインターバル

ページにトップページの下の階層から選択した
画像を用いた



変化部分と変化検出反応時間の関係

【実験② 結果】

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

ID SE MC SC UT

R
T
(s
e
c
)

変化部分

消去

色変化

******
**



【考察(実験②)】

• インターバルページの効果はなし

• 変化検出はSEが早くSCが遅い

• 変化検出は消去 < 色変化

• 変化検出反応時間は有意にSE < ID

変化検出反応時間平均は実験①の4倍
– 手動では240ms, 80msという速度で切り替えられない
ため、必然的に時間がかかる

– 画像切替のタイミングにおける個人差

– 変化検出に集中できない

実験①と同じ
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【考察(アンケート) 】

• 過半数の実験参加者

「まず初めにMCに注目した」

–だが、MCの変化検出反応時間は短くない

[考えられる理由]

• MCを見る前に、意識せずに画面左上から見ていた

• 内容の濃いMCが実験後も強く印象に残っていた



【まとめ】

• SEの変化検出は早い

–画面の左上から見ている

– SEを何度も見るので、変化に気づきやすい

• SCの変化検出は遅い

–画面の隅にあるので目を向けにくい

–何度も注意を向けない

日常的な利用行動が影響か？


